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近江八幡市立安土幼稚園
≪教育目標≫ げんき・いきいき・あづちっ子

目指す子ども像 感じ考える子ども

コマ名人（木瀬先生）によるコマ教室

★幼稚園では地域の方や保護者の方に様々なボランティア活動をしていただいています。

環境・託児・絵本・図書・芝刈りなどボランティアをしていただける方を募集中です。

ご協力いただける方は幼稚園（０７４８－４６－２０６６）まで連絡ください。

幼稚園の園庭の桜の木にはちらほら花が咲き始め、やわらかな春光に心躍る季節となりました。

３月１６日には５歳児３４名が安土幼稚園を立派に卒園し、４月からはそれぞれの学舎に就学することにな

ります。安土幼稚園では今年度で５７７０名の卒園児となり、幼稚園の歴史を感じています。また、２４日

には３・４歳児が修了式をし、４月からの進級にわくわくする期待感で小さな胸をふくらませています｡

今年度も子ども達が、心豊かに育つことができたのは地域の皆様や保護者の皆様のご支援ご協力のお陰だと

心から感謝しております。今後ともどうぞよろしくお願い致します。

安土赤十字奉仕団の方からの手作りの雑巾

民生委員の方とほっこりティータイムで交流

１年間様々なボランティア活動でお世話になった皆様に

子ども達が“ありがとう”の気持ちを込めて絵を描いた手

紙を渡したり、歌を歌ったりして感謝の気持ちを伝える

「ありがとうの会」をしました。直接子ども達に関わって

いただいているボランティア活動もあれば、そうでない活

動もあるため、どのようなボランティアをしていただいて

いたか担任から話を聞き、自分達のために様々なところで

活動していただいていることを知り、より感謝の気持ちが

高まった子ども達でした。本当にありがとうございました。

３学期も地域の皆様、ボランティアの皆様にたくさんお世話になりました。

ボランティアの方へのありがとうの会

まんまるさん（絵本ボランティア）によるお話会

安土日赤奉仕団の皆様から手作り雑巾をいただ

きました。子ども達の手に合わせて小さいサイズ

の物もあり、たくさんの雑巾を縫っていただいた

ことに感謝の気持ちをもち、大切に使わせていた

だいています。

コマ名人の木瀬先生に来ていただき、４，５歳児がコマ

の技を見せていただきました。コマを高く放り投げて紐の

上に乗せたり、手や頭の上に乗せたり…次から次へと披露

されるたくさんの技に子ども達は憧れのまなざしで見てい

ました。５歳児はコマの回し方の指導もしていただき、紐

の巻き方やコツを教わりました。

人の話をしっかり聞くこと、

失敗しても諦めないこと、あり

がとうの気持ちをもつことが大

切だというお話も聞かせていた

だきました。

今年度２回目となり、たくさんの保護者の方が朝の送迎の後、

絵本室で民生委員の方が用意してくださったおいしい紅茶を

飲みながら、和やかな雰囲気の中でお話をされていました。

子育てのことだけでなく、

自治会のことなど色々お話

をされていて、身近に力に

なっていただける民生委員

の方の存在が大変心強く感

じました。

絵本ボランティアのまんまるさんが卒園前の５歳児に向

けて特別お話会をしてくださいました。手袋シアターやパ

ネルシアター、「（小学校の）といれにいけるかな」の紙

芝居などを演じてくださいました。

練習の様子を絵本作家の林ます

みさんに見ていただき、どのよ

うにするとよりよくなるのかご

指導いただきました。

５歳児の子ども達にとって心に

残るお話会になりました。

５歳児が茶道の先生からお茶の点て方や作法

を教わりました。初めての体験に少し緊張した

様子でしたが、自分で点てたお茶の味を「そん

なににがくない。」「大人の味だね。」などと

言いながらいただいていました。

道具の名前や使い方、

掛け軸の意味、座り方

などのお話も聞き、

日本の伝統文化にふれ

る機会となりました。

お茶会の体験
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お世話になった5歳児に3、4歳児がお別れ

会をしました。4歳児が司会を務め、先生達か

らの出し物の劇を見たり、ロンドン橋をしたり

して遊んだ後は、3、4歳児が作ったプレゼン

トを渡しました。毎日園庭で一緒に遊んだり、

色々なことを教えてもらったりした5歳児のこ

とがみんな大好きで、寂しい気持ちもあったよ

うですが、感謝とお祝いの気持ちを伝えること

ができたお別れ会になりました。

2月にはクラスの友だちと大好き

なお話で劇遊びをしてお家の人に見

てもらいました。3歳児は好きな役

になって先生と一緒に簡単な繰り返

しのセリフを言ったり、手遊びをし

たりして楽しみました。4歳児は友だちと一緒にお話の世

界を楽しみながら自分たちで進めていこうとする姿が見ら

れました。5歳児は広い遊戯室を体いっぱい動かしながら

表現したり、長いセリフを言ったりと友だちと協力し合い

ながら自分たちの劇遊びを作り上げていきました。それぞ

れの学年の発達に合わせて、成長が感じられた生活発表会

となりました。

3名の音楽家の方に来ていただき、小さなパイ

プオルガンやフルート、色々な種類のリコーダー

で♪園歌や♪にじ♪ありがとうの花など子ども達

の好きな曲を演奏したり、すてきな歌声で歌った

りしてくださいました。子ども達も一緒に歌いな

がら楽しみました。

演奏会後には、近くに行って色々な楽器を見せ

てもらったり、音を聞かせてもらったりし、鳥の

鳴き声の笛、お茶碗の形の笛など珍しい楽器の音

色に自分達もやってみたいと興味を持つ子どもが

たくさんいました。素敵な音楽に親しむことがで

きたひと時でした。

５歳児が通学バスに乗って給食センターの見学に行

きました。いつも食べている給食がどのようにして作

られているのか、実際に見たり、話を聞いたりしまし

た。大きなお鍋がいくつもあり、8000人分の給食を

50人の職員で作っていることや野菜を洗う部屋や切

る部屋があることなどを教えてもらい、たくさんの方

が自分達のためにおいしい給食を作ってくださってい

ることへの感謝の気持ちが今まで以上に強くなった子

ども達でした。安土幼稚園はいつも残食が少ないので

すが、今まで以上に残さず食べようという気持ちがつ

よくなりました。

３歳児がキッズつながり隊の方に付き添っていた

だき、北川湧水や安土駅、駐在所まで歩きました。

とても暖かい日で春の日差しを感じながら、湧水の

鯉を見たり、公園で遊んだりした後、駅方面まで歩

きました。駐在所ではパトカーを見せてもらったり、

警察官の持ち物を見せてもらったりして、大きく

なったら警察官になりたいという思いが高まった子

もいました。

春を感じるとともに３歳児がこんなに歩けるように

なったことに成長を感じた散歩になりました。４月

からも色々なところに出かけ、地域の皆様とつな

がっていけると嬉しく思います。

コロナ禍で自粛していた獅子舞でしたが、３年ぶりに園に

来ていただきました。初めは「こわい。」と言って顔を隠し

ていた子もいましたが、様々な舞を興味津々に見る子も多く、

放下芸（曲芸）では怖がっていた子も笑顔になり、楽しみな

がら民俗芸能にふれることができました。最後に健やかな成

長を願い一人ずつ頭を噛んでもらい、お礼に♪ししまい♪の

歌を歌いました。

部屋に戻ってから、怖くて頭を噛んでもらえなかった友だ

ちや小さい組に段ボールで獅子舞を作って頭を噛んでくれて

いた５歳児。それを見て、獅子舞を作り出す子も多く、楽し

い獅子舞ごっこが始まりました。

卒園式の歌の指導に飯村先生に来てい

ただきました。気持ちを込めて歌うこと、

ピアノをよく聴くことなど教えていただ

き、子ども達は意識を向け、卒園式には

きれいな歌声を聴かせてくれました。

毎年、卒園児にフォトプロさんのお母

様手作りのコサージュをいただいていま

す。今年は直接子ども達に手渡していた

だき、子ども達からもお礼の手紙を渡

すことができました。
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